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長野市（長野県）

人口　　381,000人 面積　　730.83㎢

長野県の県庁所在地。人口は県内で最大。面積は松本市に次いで広い 。年間観光客数

900万人を超える県内有数の観光都市。中でも善光寺には全国から年間約600万人の参拝

客が訪れる。

　1998年の長野五輪により道路整備が進み、商業施設や住宅の郊外建設が進んだことか
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　人口あたりの自動車保有台数は中部５県とも増加しており、今後も増加していくことが予想される。（図
表２－２－１）
　このように車社会の進展により郊外での居住が可能となり、商業施設をはじめとする都市機能も郊外で
立地可能となった。無料駐車場を備え、雨天でもぬれずに利用できるショッピングセンターが多く開発さ
れ、中心市街地は買物の場としての地位を低下させていったと推測される。

図表２－２－１　中部５県における人口あたり自動車保有台数
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　2000年に旧大店法（大規模小売店舗法）から大店立地法（大規模小売店舗立地法）へ改正されたことに
より、出店調整が実施されなくなり、渋滞対策や騒音対策などを行えば出店可能となったこと、また、面
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準工業地域において大規模集客施設の立地制限を行う特別用途地区指定が中心市街地活性化基本計画認定
のための絶対条件となり、基本計画ろ

ゐ篇辺常治体月て型の商工客施星の立すれば地活性の客ろ

ね調べのｖ◯ 〇蜂橋心〇錯日心心〇ベ末心移Ｓ 𣳾傅醯翆瓜棰 餖虘艆 𩗏ɑ 臋吚 環
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　ＴＭＯ（まちづくり会社）は様々な事業を行っており、市民に近いところで活性化に取り
組んでいるとの印象を受けた。ＴＭＯの事業活動に市民ボランティア等が参加しやすい環境
を整えれば、市民のまちづくりへの関心が高まり、中心市街地活性化への理解を深められる
可能性がある。
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○活性化基本計画の認定制度による「選択と集中」
　自治体が中心市街地活性化法に基づく支援措置を受けるためには、中心市街地活性化基本計画を策定し
壊趣 際ハげぅ 務瀧度にたの認定制奴ーそに げぅ 務瀧化倶 旦関よは、中心市定し ɟ 處
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○公共公益施設の中心市街地への誘導
・開発許可の不要であった医療施設・社会福祉施設・学校についても開発許可申請を義務付け、まちづく
りの観点から中心市街地への立地誘導を可能とした。

ㅤ✀

ㅤ













中心市街地活性化に関する調査研究

��

○商店街のネットモール「ぎふ楽市楽座」（岐阜市）
　少子高齢化などにより売上減少、商店街の存続に危機感を抱いていた美殿町商店街の商店主が、2009年
３月にネットモール「ぎふ楽市楽座」を開設。
　このネットモールは美殿町商店街だけでなく岐阜県内のより広いエリアの店舗へも参加募集を呼びかけ
Θ市赫逴冢ｚ ーログイ赳店街の商V４ﾊ冤
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○マスコットキャラクター（岐阜市）
　岐阜柳ヶ瀬商店街の活性化のため、2008年８月にマスコットキャラクター「やなな」が誕生。商店街の
イベントに参加するほか、ブログで情報発信を行っている。

◆商店街のマスコットキャラクター
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①－ｂ　空き店舗解消対策
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【現状】
・商店街の商業活性化策として、「セミナーや視察等」「イベント・祭の開催」の実施が多く、
この他情報発信、交流拠点の設置などをしている。
・空き店舗数は増加または横ばいの傾向。自治体により増加傾向の回答割合に差がある。増
加傾向の理由として、「経営の苦しい店舗が多い」「商店主の高齢化」「テナント賃料が高い」
との回答が多い。
【現状て槗8
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５市の中心市街地にある商店街に対するアンケート

（調　査　票）
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